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1. 実験実習の教材開発
新コースにおいて新たにはじまる実験実習の内容を検討して新しい教育カリ
キュラムを作成した．新しく作成したカリキュラムに従い，大会参加を通して実
践的にプログラミングを学ぶ教材を開発した．

2. 卒業研究の成果が論文誌に採録
卒業研究にて取り組んだ自然勾配を用いたポートハミルトン系の強化学習の
高速化と適格度トレースを用いたポートハミルトン系の決定論的方策勾配法
の内容をまとめた論文が論文誌に採録された．

1. 学術論文
・福永修一, 小久保燎太. 適格度トレースを用いたポートハミルトン系のため
の決定論的方策勾配法の提案と数値実験による検証. 計測自動制御学会論
文集, Vol. 59 , No. 4, 2023.
・福永修一, 岩本有生. 自然勾配を用いたポートハミルトン系のための強化学
習の高速化. 計測自動制御学会論文集, Vol. 59 , No. 2, pp. 70-76, 2023.

2. 学会発表
・福永修一, 小久保燎太. ベータダイバージェンスを用いたポートハミルトン系
のためのロバスト自然方策勾配強化学習法. 第65回 自動制御連合講演会,
1D2-3, 2022.

1. 全国高等専門学校プログラミングコンテスト専門委員
2. 計測自動制御学会 制御部門 機械学習で加速する制御理論 調査研究会
幹事
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